【モデル経営試算】
　モデル経営試算の活用に当たっては以下の点に留意してください。

１．モデル経営試算の考え方

　このモデル経営試算は、畜産経営技術指標等を元にモデル的な経営を設定して試算を行った結果を提示しているものです。ここで得られた結果はあくまでも経営技術指標の応用例であり、たとえばこの試算で示している飼養頭数規模が、経営技術指標を実現するための前提あるいは目標となるというものではありません。
２．モデル経営試算の設定値について

（１）生産の計画

　飼養頭数以外の項目は、畜産経営技術指標で定めた項目のうち、生産性の評価や収支の試算を行う場合に必要なものです。設定値は全て指標値を用いています。
（２）生産性の評価

　収支の試算等を行う場合に必要な、生産性に関わる評価項目を示しています。これらの値は生産の計画で示した項目等から、算出方法に示す式によって得られます。

（３）収支の試算

　収支項目は、生産性の評価で得られた値と備考に示す設定金額とを用いて求めた項目およびこれらから求められないために種々の経営調査結果から得られた数値を用いて得た項目からなっています。設定金額は、最近５年間程度の統計資料から求めたものを用いており、また経営調査から得られた項目については、生産単位当たりの金額に飼養頭数や生産量を乗じて金額を算出しています。なお、本指標においては資本装備等の検討を行っていないため、支出には減価償却費を含んでいません。そのため、経営の成果を評価する項目としては、収支差額のみとなっています。
（４）資金繰りの試算
　種々の経営調査から得られた生産単位当たりの数値を用いて、収支差額から償還金額を控除した場合の資金過不足を示しています。
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